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＜病棟連絡事項＞
・今週の歯科受診は、29日（金）が祝日の為、28日（木）に変更になります。

＜入院・入室状況＞
【転出】
・中山　えり様～東D18号室→西A41号室

＜患者様連絡事項＞
・関橋　長一様～5/1（日）11：00面会予約あり

・上村　由倉様～便秘時にIFオーダー追加。ピコスルファートNa1本処方。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前午後1時間ずつ開放観察実施。開放すると他室侵入・迷惑行為みられ制止介入にもやめられないため、早めに観察を終えている。隔離中は静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～10:00～14:00両手拘束解除、それ以外の時間は右手のみ拘束している。対面時、眠そうに返答し自室内で臥床し過ごしている。内服薬のツムラ19不要と訴えあり除剤。操作的言動や再拘束の拒否無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～終日隔離中。各食、全量摂取。声かけには、疎通不良だが不穏さや粗暴性なし。時折、大声をあげたり壁叩き見られている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・竹内　恒子様～血圧やや高値あるが不調の訴えなし。船場Dr.診察し、尿量減少ありフロセミド1A朝・夕で開始、昼よりハーフ・ミキサーにて食事開始している。食事は1/4摂取しむせ込みなし。活気無いが声かけには穏やかに返答する。																									

・上村　由倉様～労作時には呼吸苦の訴えあるが、ベンチで安静にする事で呼吸平静に戻っている。帰宅要求や不穏さは無い。

・神山　典夫様～ユニット内徘徊を徘徊している。帰宅願望の訴えや危険行為は無い。

・小湊　聰子様～車椅子と安全ベルト使用し、静かに座って過ごされている。

＜金Dr.診察情報＞
・東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方。主治医より外泊許可あり。

・沼山　真紀子様～臨時薬、１９ツムラ小青龍湯３P毎食前追加、その他同内容で処方。
主治医より父様への電話許可あり。

・関川　節様～臨時薬同内容で7日分処方となる。主治医より口頭で南病棟への転出許可あり。

・澤田　真理様～臨時薬レボトミン（25）３T毎食後が中止、その他同内容で7日分処方となる。


＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和4年4月25日 14：47
　氏　　名：中居　敬悦（なかい　けいえつ）様
　生年月日：昭和26年7月23日　70歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：菅野Dr.　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　H26.10.1より考えがまとまらない感じや、頭の中が忙し　くて脳が潰れそうなどと体感幻覚様の症状が認められていた。　H30.7.5処方された1ヶ月分の薬を大量服薬。東京都在住のの2人の実子に遺産を残そうと思い企図行為に至っていた。嘔吐などし７月9日に自宅内で倒れ動けなくなっている所を弟夫婦に発見され、三沢市立病院へ救急搬送。誤嚥性肺炎疑いと上部消化管出血にて入院治療が開始。H30.7.20継続治療・環境調整目的にて当院受診し、同日当院1回目の任意入院となる。スタッフに対し易怒性みられ不満を訴えることもあるが妄想や幻覚に左右された発言も聞かれず、希死念慮については否定していた。H.30.11.4自宅へ退院し、以後はあおぞらクリニックにて治療継続。
　R4.3.27頸部と手首に切創を作り、倒れているところを弟夫婦が発見。八戸市立市民病院へ搬送され同院へ入院。治療行い、傷自体は大事には至らず自力歩行も可能となっている。施設入所も見据え、当院へ転入院の依頼あり。
[bookmark: _GoBack]　R4.4.25当院受診し、環境・薬剤調整にて東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。
